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特集 ▶ “賢い処方”と“ナゾ処方”

より早く，より的確に内容をとらえるために，QuestionとKeywordによるIndexをご利用ください．それぞれ各論文の要
点を示す質問とキーワードで構成されています．本特集に限り，主な薬剤（Drug）のIndexも作成しました．
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Q1  「Choosing Wisely（賢い選択）キャンペーン」とは？  ───────────────────────────  447

Q2 不適切処方を認識しようとせずに，なんとなく do処方し続けるのは，
やはり問題でしょうか？  ──────────────────────────────────────────────  451 

Q3  「deprescribingプロトコル」の手順は？  ───────────────────────────────────  459 
Q4 「新薬」を処方する時に注意すべきポイントは？  ─────────────────────────────  466

Q5 「超高齢者」に対する薬物療法で，特に気を配る点は？  ────────────────────────  469

Q6 高齢者に「本来処方されるべき薬剤」がないか，どのように確認し介入したらよいか？  ────  473
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Q8 え，「あの薬を飲んでから関節が痛い」って？　精神的なものじゃないの？  ──────────  481

Q9 多剤併用している高齢者が救急搬送されてきました．救急室で留意すべきことは？  ───  486

Q10  アナフィラキシーに対するポララミンⓇやアタラックスⓇPなどの「抗ヒスタミン薬」，
「静注ステロイド」は有効か？  ──────────────────────────────────────────  490
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Q12 過換気症候群における「ペーパーバック呼吸法」は有用か？  ─────────────────────  490

Q13  急性のめまい発作に対して，単独で有効性が示されている薬剤は存在するか？　
「ATP製剤」であるアデホスⓇコーワ顆粒，「浸透圧利尿薬」（イソバイドⓇ，メニレットⓇ），
「ビタミン B12」（メチコバールⓇ）は有効か？  ─────────────────────────────────  490
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Drug

グリメピリド 457

クリンダマイシン 482

グルカゴン 491

クロピドグレル 475

経口カルバペネム 480
下剤 454

血管拡張薬 454, 488

血糖降下薬 463, 502, 515

──, 経口 464, 487, 488, 502

ケフレックスⓇ（セファレキシン）
507

降圧薬
447, 454, 459, 464, 470, 514

抗うつ薬 461, 470, 475

抗癌剤 461, 487, 506

抗凝固薬 462, 464, 487

抗菌薬 453, 454, 461, 464, 

 478, 482, 487, 512
──, キノロン系 454, 457, 479

──, 経口第三世代セフェム系
457, 464, 480, 497, 507, 510

──, テトラサイクリン系
454, 482

──, 抜歯後の 514

抗血小板薬 461, 464, 487, 505

抗コリン薬
454, 463, 475, 488, 513

甲状腺ホルモン補充療法 455

抗精神病薬
454, 461, 470, 484, 488, 513

向精神薬 462, 488

抗てんかん薬 454, 505

抗ドーパミン薬 484

抗認知症薬 461, 464
抗ヒスタミン薬 461, 464, 488, 

 491, 507, 512, 513, 490

──, 第一世代 512

抗不整脈薬 454

抗めまい薬 454, 493, 502, 511

抗リウマチ薬 461, 475

骨粗鬆症薬 461, 475

コリンエステラーゼ阻害薬
454, 475, 484

コルヒチン 454

催眠鎮静薬 470

サムスカⓇ（トルバプタン） 514

酸化マグネシウム 470

アーテンⓇ（トリヘキシフェニジル）
513

アイトロールⓇ

（一硝酸イソソルビド） 469

亜鉛 448

アスピリン 461, 464, 475, 487

アセトアミノフェン（カロナールⓇ）
449, 464, 470, 471, 

475, 476, 512

アタラックスⓇP（ヒドロキシジン）
491

アドレナリン（ボスミンⓇ）491, 517
アルブミン 493

アルミニウム剤 454

アレンドロネート 482

アロプリノール 454, 475

アンピシリン／スルバクタム
480

胃薬 464, 506, 514
イソジンⓇうがい薬 511

イソバイドⓇ（イソソルビド） 493

イブプロフェン 471, 495

インスリン
464, 487, 488, 502, 512

ウルソⓇ（ウルソデオキシコール酸）
503, 514

エストロゲン製剤（局所） 475

エリスロポエチン製剤 461

エリスロマイシン 454

エンパグリフロジン 501

オキシブチニン 488

オピオイド
453, 454, 462, 475, 487

オメプラゾール 484

オラペネムⓇ（テビペネム） 478

ガランタミン 475

カリウム剤 462

カルシウム感受性増強薬 454

カルシウム拮抗薬
447, 451, 454, 462, 513

カルシウム剤 454, 475

カルバマゼピン 454

カルベジロール 454, 475

カロナール 471

緩下剤 466, 514

漢方 506, 513

金属イオン製剤 454

5α還元酵素阻害薬 475

α遮断薬（アドレナリンα受容体
遮断薬） 449, 462, 488

α1遮断薬 475, 476, 491

ACE阻害薬（アンジオテンシン変
換酵素阻害薬） 448, 449, 453, 

454, 475, 476, 483

ARB（アンジオテンシンⅡ受容体拮
抗薬） 448, 453, 461, 475, 476

ATP製剤 493, 502, 511

β刺激薬（アドレナリンβ2受容体
刺激薬） 454

β2刺激薬 475, 491

──, 短時間作用型（SABA） 491

β遮断薬（アドレナリンβ受容体
遮断薬） 449, 454, 462, 470, 

475, 476, 483, 488, 491

CYP（シトクロム P450） 454

DAPT（抗血小板薬 2剤併用療法）
464

DPP（dipeptidyl peptidase）-4 阻
害薬 461, 464, 481, 482

H2ブロッカー（ヒスタミン H2受容
体拮抗薬） 455, 456, 461, 464

ivabradine 462

L-dopa 454, 475, 476, 516
nebivolol 475

NOAC（非ビタミン K阻害経口抗凝
固薬） 461, 464, 487

NSAIDs（非ステロイド性抗炎症薬）
449, 454, 456, 461, 462, 

 464, 470, 475, 482, 483, 

486, 487, 512, 513

PA錠剤 512

PL顆粒 512, 513

PPI（プロトンポンプ阻害薬）
451, 455, 456, 461, 464, 

475, 483, 484, 514

SABA（short acting β2 agonist）491

SNRI（セロトニン・ノルアドレナリ
ン再取り込み阻害薬） 475

SSRI（選択的セロトニン再取り込み
阻害薬） 475, 483, 487

SU薬（スルホニル尿素薬）
451, 464, 500, 512

ticagrelor 475

Xa（因子）阻害薬 475
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ボルタレンⓇサポ
（ジクロフェナク） 508, 512

ボルタレンⓇゲル 471

ホルモン補充療法 462

マグネシウム剤 453, 454

麻薬 470

麻薬拮抗性鎮痛薬 454

ミノペンⓇ 507

メイロンⓇ（炭酸水素ナトリウム）
493

メチコバールⓇ（メコバラミン） 493

メチロンⓇ 508, 512

メトクロプラミド 454

メトトレキサート 454, 475, 476

メトプロロール 475

メトホルミン
455, 464, 501, 502

メニレットⓇ（イソソルビド） 493

メリスロンⓇ（メシル酸ベタヒスチ
ン） 502, 511

免疫抑制薬 461

モルヒネ 454

葉酸 454, 475

ラシックスⓇ（フロセミド）469, 513

ランソプラゾール 483, 484

リセドロネート 482

利尿薬 454, 462, 470, 513
──, サイアザイド系

449, 454, 455, 486

──, 浸透圧 493
──, ループ 454, 455

リバスチグミン 475

ルビプロストン 466, 468

レボフロキサシン（クラビットⓇ）
457, 479

レンドルミンⓇ（ブロチゾラム）469

ロキソプロフェン（ロキソニンⓇ）
469, 470, 487, 508

ロサルタン 449

ワクチン（インフルエンザ，肺
炎球菌） 475, 476

ワルファリン（ワーファリンⓇ）
454, 461, 462, 464, 470, 

 472, 475, 487, 488, 515

テルネリンⓇ（チザニジン） 513

ドキシサイクリン 482

ドネペジル（アリセプトⓇ）
454, 470, 475, 484, 488, 514

ドパミンアゴニスト 475

トリプタン 505

トリヘキシフェニジル 454

トルバプタン 514

トローチ 511

ナロキソンソディウム 471

ニトロダームⓇTTSⓇ 470

ニトロダームⓇ（ニトログリセリン）
514

パロキセチン 454

ハロペリドール 454

ビスホスホネート 453, 462, 

475, 481, 482, 487

ビソプロロール 475

ビタミン B12 493

ビタミン D 475, 486

ビタミン K 487

ヒベルナⓇ（プロメタジン） 513

非ベンゾジアゼピン系薬 488

ピモベンダン 454

フェブキソスタット 475

プラスグレル 475

フルマニゼル（アネキセートⓇ）488

プレガバリン 475

プレドニゾロン 450, 512

プレドニンⓇ錠（プレドニゾロン）
492

プロスタグランジン製剤 475

ブロチゾラム 488

フロモックスⓇ（セフカペン）
495, 497, 507

ベラパミル 454

ベンゾジアゼピン系薬 459, 

462, 469, 470, 487, 488, 505

ペンタゾシン 454

防御因子増強薬 514

ホクナリンⓇテープ
（ツロブテロール） 514

ポララミンⓇ

（d-クロルフェニラミン） 491

ジギタリス 488

ジクロフェナクゲル 471

ジクロフェナク徐放剤 471

ジゴキシン 451, 454, 462, 487

シベレスタットナトリウム
（エラスポールⓇ） 493

消化管運動改善薬 514

硝酸薬 454

心血管薬 462

睡眠薬 461, 464, 503, 505

スタチン 448, 453, 461, 464, 

475, 476, 483, 505, 511

ステロイド 449, 451, 464, 

475, 490, 491, 507, 512

──外用剤 454

──, 吸入 475, 491

──, 経口 454, 471, 508

──, 静注 491, 492

──, 全身性 512

──貼付剤 471

──パルス療法 493

スルピリド 454

制酸薬 454, 514

整腸薬 514

制吐薬 454

セフォペラゾン／スルバクタム
480

セレコキシブ 471

セレスタミンⓇ 507, 512

喘息・COPD吸入剤
461, 464, 508

総合感冒薬 512

ゾルピデム（マイスリーⓇ）469, 488

タムスロシン 488

炭酸水素ナトリウム 493

チアゾリン 464

直接トロンビン阻害薬 475

鎮咳薬 454

鎮静薬 454

つくし A・M配合散Ⓡ 506

ツロブテロール貼付剤 454

テオフィリン 454, 491
鉄剤 454, 504, 515

デパスⓇ（エチゾラム） 459, 503

※本特集の各論文において略称で記載した薬剤名の正式名称は上記のとおりです．
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